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せ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
名
工
は
こ
の
土
地

の
技
は
次
第
に
全
村
に
及
び
、
多
数
の
大

在
る
お
宮
の
敷
地
に
は
、
以
前
一
反
歩
（

っ
て
、
こ
れ
は
飛
騨
の
名
匠
の
墓
で
あ
る

大
工
村
の
職
人
た
ち
は
、
特
に
社
寺
建

お
寺
や
神
社
は
、
こ
の
村
の
大
工
が
建
て

て
京
都
に
通
じ
る
沿
道
の
神
社
・
寺
院
は

騨
の
塔
匠
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
）
が
、
雲
潤
の
里
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
に
身
を
寄

言
宮
大
工
名
匠
の
里
（
大
工
町
）

大
工
町
に
名
の
通
雌
と
大
王
職
人
の
里
と
－
与
．
非
常
に
有
名
な
所
で
す
一

そ
の
昔
、
京
都
に
都
が
在
っ
た
頃
、
宮
中
に
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
大
工
の
棟
梁
（
飛

そ
の
名
工
に
こ
の
土
地
で

_型
工
が
生
ま

技
術

自
分
の
技
術
を
子
孫
に
伝
え
た
の
て
す
こ
そ

一
Ｆ

１
．
農ノ

、.；

伝
の
村
の
職
人
に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
。
京

に
長
じ
て
お
り
ま
－
》
た
の
で
、
各
地
の

す
。
中
で
も
、
こ
の
村
か
ら
丹
波
を
経

れ
る
こ
と
に
な
り
砿
ま
し
た
。
こ
の
村
に

）
に
も
及
ぶ
広
さ
の
前
方
後
円
墳
が
在

え
ら
れ
て
い
ま
す
締
》

一
一



都
で
御
所
の
御
造
営
が
行
わ
れ
た
時
も
↑

村
の
蔵
人
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
技
術
の

出
マ
電
そ
の
建
築
に
携
わ
侭
・
ず
ま
し
た
こ
加

授
褒
章
受
賞
）
を
経
て
三
十
代
目
群
田

作
左
衛
門
と
姓
が
代
わ
り
、
そ
し
て
現
代

工
町
に
雁
三
百
年
以
上
を
経
た
今
も
三

わ
れ
て
お
り
史
す
こ
（
、
岬
説
一
白
鷺
の
城
」

で
載
一
卓
…
、
咋
藍
す
こ
）
仕
、
事
の
功
績
に
ょ

い
ふ
ま
息
寸
ノ
こ

ち
な
み
に
大
工
町
の
一
群
田
」
と
い
う

加
西
一
市
で
も
酒
見
寺
や
真
一
山
寺
の
多
宝
鴬
一
等
塩

こ
の
鐘
術
が
生
き
て

古
向
箪
裳
ざ

一
蕪
秀

名
字
垣
当
時
一
、
宮
電
中
：
よ
侭
多
授
か
（
》

二
；
僅
姓
を
頂
と
一
豆
藤
原

皇
の
村
か
ら
、
幸
十
五
人
も
の
大
ヱ
ガ

群
田
未
、
汲
熊
群
田
未
一

著
一
者
／
黒
部
亨
に
も
脇
棟
梁
一

（
文
化
財
↑
建
造
物
技
能
認
定
者
）

伺
Ｖ
知

（
紳
田
勲
氏
一
神
田
衆
〒
氏
の
諾
よ
雁
己

レ
メ
》
の
一
で
す
ノ
皇

ソ
裏
か
論
出
壷
系
晶
皇
・
す
一
：

高
橋
宗
左
衛
声

へ

昭
た
も
の
声
一
と
言

和
六
二
年

者
）
と
至
っ

稗
田
音
吉
と
し

京
の
都
に

そは
し、
て大稗

大工黄田て

一
一
一



一
一

一－一一

御

札

御
室
御
所

御
棟
梁

奥
田
和
泉
橡

文
久
二
成
年
二
月
改

炎
葱
〈
癒
坪
！
》
（
Ｉ
恢
言

一
』
画
Ｉ

（
昔
の
指
名
業
者
の
許
可
札
）

二

一

四
一
戸

一

霊
一一

一一一一

播
磨
国

加
西
郡
大
工
村

弟
子
作
左
常
門

四

－－

ー
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Ｍ
ｍ
叫
叩
川
棚
！

「J

I

F

』

I

口p

』
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上
棟
式
の
儀
式
に
は
↑
大
工
道
具
の
代

表
的
な
も
の
を
供
え
、
棟
梁
が
家
運
隆
盛

と
安
全
を
祈
願
し
て
祝
詞
を
読
み
上
げ
ま

す
。
そ
の
道
具
の
一
つ
に
墨
壷
が
あ
り
ま

す
。
儀
式
用
に
使
わ
れ
る
為
、
実
務
用
の
も

の
よ
り
大
き
く
鮮
や
か
に
出
来
て
お
り
ま

す
。

五



御
墓功

績
の
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
祖
先
に
立
派
な
墓
が
残
っ
て
い
ま
す
。

元
禄
十
三
正
・
庚
辰
二
七
○
○
年
）

貞
享
元
年
甲
子
（
一
六
八
四
年
）

一
ハ



勲

章

を
発
揮
－
し
た
言
功
績
〉
負
後
進
の
者
に
継
承
出
来

重
塔
等
、
文
化
財
修
理
に
宮
大
工
の
伝
統
技
術

木
市
伽
耶
院
養
父
郡
ざ
応
鹿
町
名
草
神
社
の
三

る
よ
う
淀
導
努
カ
ー
』
た
と
‐
し
マ
量
受
賞
‐
し
ま
し
た
偽

加
西
市
酒
見
寺
多
宝
膳
を
始
め
と
，
し
て
、
三

七

謹謹
一

驚種翻
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難
たそ
部の解

■■
線
加
工
力
出
来
る
他

■
一
間
服
闘
耐
囲
畷
作

解
体
修
理

に

部解

■
〃灘

るど

れ＝

寧せ ノ《 、
平
面
の
単
ル
ー

体
後
一
補
修
完
了
瞳
だ
稲
一
材
を
組
み
直
，
し
ま
す
匡
隅
甥
諦
材

一
利
砦
藤
一
一
藍

毎一

鰯
←■

奇
、

グー

何
回

、
粕
・
‐
す
・
ぬ
《

も
塞
娩
》

ん
で
し
た
。
１
睡
態
禁
一
加
工
機
で
は
、
社
寺
特
有
の
伽
訓
１
１

も
同
じ
加
工
が
出
来
ま
す
。
作
業
は
材
料
を
加
工
盤
の

癖
琴
啄
》

一
一

｛

に
し
ま

鳶
時
点

定の
に加
し重

働
き
力
出
来
ま
せ
ん

す
。
（
写
真
二
）

で
解
体
前
と
同
じ
場
所

力
大
き
し
為
桁
等
も

よ
う
と
す
る
と
、
長
年

っ
美
し
い
形
に
近
付
け

一

一

一

、

『』
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十
一
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「
奉
造
立
宝
本
願
実
相
院
大
工
字
仁
住
、
宗
左
ヱ
門
家
次
、
作
え
」
と
あ
り
、
先
祖
の
作

で
あ
り
ま
す
。
三
百
年
後
に
大
修
理
す
る
機
会
を
得
ら
れ
、
創
建
当
時
に
負
け
な
い
立
派
な

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
年
）
建
立

重
要
文
化
財

建
造
物
で
あ
る
と
亡
き
父
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
先
祖
（
宗
左
衛
門
家

修
理
を
と
思
い
‐
ま
し
た
。
縁
に
よ
り
先
祖
が
携
わ
っ
た
こ
の
塔
は
、
堂
宮
建
築
技
法
の
集
約

を
し
ま
し
た
。
決
定
す
る
ま
で
は
大
変
で
あ
り
ま
し
た
。

朱
・
群
青
）
及
び
紋
様
の
色
付
け
を
し
た
見
本
を
何
枚
も
何
枚
も
作
り
、
顔
料
の
変
色
調
査

次
作
え
）
の
生
き
た
教
材
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
機
会
を
手
え
て
頂
き
ま
し
た
。

し
て
始
め
ま
し
た
。
極
彩
色
部
分
の
工
事
の
際
は
、
変
色
し
た
彩
色
（
胡
粉
・
丹
・
緑
青
．

解
体
は
調
査
実
測
を
徹
底
し
て
何
回
も
繰
り
返
し
、
現
状
と
当
初
の
型
を
前
も
っ
て
把
握

十
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ブ
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十
六



重
要
文
化
財

大
永
五
年
（
一
五
二
五
年
）
出
雲
大
社
の
境
内
に
建
立

大
社
造
替
時
の
寛
文
五
年
（
一
六
六
六
年
）
に
現
在
地
（
兵
庫
県
養
父
郡
八
鹿
町
）
に
移
築

出
雲
大
社
か
ら
寛
文
五
年
に
妙
見
山
に
移
築
さ
れ
た
大
正
の
三
年
間
に
、
大
修
理
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
五
九
年
の
大
雪
の
為
、
南
面
上
層
の
雪
が
二
層
に
落
ち
、
初

重
も
そ
の
重
み
で
破
損
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
は
移
築
後
初
め
て
の
解
体
修

大
雪
等
の
加
重
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
三
年
の
台
風
十

古
材
で
殆
ど
が
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
た
も
の
は
取
替
え
ま
し
た
。
ま
た
再
用
材
は
害
虫
駆
除

理
を
行
い
ま
し
た
。
雪
等
の
重
み
等
言
で
曲
が
り
、
割
れ
等
の
為
使
用
出
来
な
い
も
の
や
、
松

九
号
で
大
木
の
杉
が
塔
に
倒
れ
ま
し
た
が
、
塔
は
直
接
当
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
部
分
的

な
損
傷
に
留
ま
り
、
屋
根
の
構
造
部
分
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
天
幕
ガ
ス
煉
蒸
）
を
施
し
ま
し
た
。
枯
木
は
杉
を
使
用
し
て
い
た
も
の
を
桧
に
取
替
え
、

十
七



八
鹿
町
の
西
端
標
高
七
百
メ
…
ト
ル
の
妙
見
山
南
麓
に
位
置

兵
庫
県
養
父
郡
名
草
神
社
三
重
塔

十
八
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廿



漆
塗
材
料
生
漆
日
本
産
上
質
漆
金
箔
・
三
号
純
度
九
十
六
％

査
控
え
を
と
る
等
し
て
解
体
し
ま
し
た
。
そ
し
て
組
み
立
て
の
補
強
材
の
納
め
方
を
考
え
な

が
ら
、
歪
み
を
ど
の
よ
う
に
直
し
て
行
く
か
慎
重
に
検
討
致
し
ま
し
た
。
漆
塗
に
金
箔

の
仕
上
が
り
部
分
は
、
特
に
緊
張
す
る
所
で
あ
り
ま
し
た
。

宮
殿
を
修
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
番
付
け
札
打
ち
、
実
測
、
写
真
撮
影
、
メ
モ
帳
に
調

貼
り

廿
一
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四



寛
永
末
年
か
ら
正
保
初
年
の
建
立

多
宝
堪
は
天
明
年
間
頃
に
相
輪
を
廃
し
て
、
瓦
製
の
露
盤
宝
珠
に
替
え
て
お
り
、
昭
和
四

一
年
の
台
風
で
は
東
北
隅
に
倒
木
被
害
を
受
け
、
軒
廻
り
等
を
修
理
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
度
は
縁
廻
り
・
軒
廻
り
を
初
層
・
上
層
共
に
解
体
し
、
相
輪
を
復
元
す
る
為
の
修
理
を
行

､，

半
イ
《
０
１
」
ム
ト
坐
Ｃ

廿
五



兵
庫
県
三
木
市
伽
耶
院
多
宝
塔

廿
六



草11

毎一

1穏墓
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￥畠
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一
一
一
一
一

‐
一
一
一
一

皿

一
》
－
０
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段

廿
八



し
ま
し
た
。
拝
殿
隅
柱
は
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
隅
延
び
を
付
け
た
為
、
肘
木
・
丸
桁
を
組

合
わ
せ
た
際
、
反
り
上
が
り
の
歪
み
が
生
じ
る
の
で
施
工
に
工
夫
が
災
要
に
な
り
ま
し
た
。

要
以
上
に
増
し
ま
し
た
。
梁
等
の
丸
太
材
は
薬
の
処
理
の
み
で
は
な
く
、
斧
・
手
斧
（
チ
ョ

は
反
り
を
付
け
、
先
を
そ
ぎ
こ
ぎ
小
屋
組
は
耐
久
性
を
持
た
せ
る
為
、
三
重
梁
で
枯
木
を
災

ウ
ナ
ー
で
う
り
む
き
に
仕
上
げ
防
虫
・
防
蟻
に
も
考
慮

三
間
社
流
れ
造
り
（
摂
社
白
山
姫
神
社
本
殿
の
形
式
）

軒
反
り
は
真
反
り
と
し
地
桂
は
反
り
を
付
け
、
桂
鼻
に
は
増
し
を
付
け
ま
し
た
。
飛
猿
桂

再
建
工
事
で
は
境
内
の
既
存
石
を
一
郭
再
利
用
し
、
建
物
の
礎
石
は
全
て
自
然
石
を
使
用

０
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｜
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九
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重
要
文
化
財

貞
享
元
年
甲
子
（
一
六
八
四
年
）
建
立

を
無
理
な
く
処
理
出
来
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
害
で
し
た
。
部
分
的
に
取
替
え
る
作
業
な
の
で
、
当
初
の
技
法
の
継
手
。

仕
口
・
組
手
か
を
判
断
し
て
施
工
し
ま
し
た
。
屋
根
の
谷
は
箱
型
の
樋
を
入
れ
、
水
の
流
れ

西
国
霊
場
三
十
三
所
の
第
二
十
七
番
礼
所
と
し
て
名
高
い
書
写
山

の
で
、
今
回
一
部
解
体
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
屋
根
の
傷
み
が
甚
だ
し
く
雨
漏
り
が
生
じ
、
棟
が
陥
没
寸
前
の
状
況
と
な
っ
て
き
た

不
陸
調
査
後
調
整
し
て
、
小
屋
梁
の
修
理
は
取
替
材
で
、
現
状
の
型
・
大
き
さ
を
探
さ
な

舟
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